
令和３年 10 月 29 日 

 

 

 

定年制の見直しについて（案） 

 

 

１ 趣  旨 

地方公務員法等の改正を踏まえ、高齢層職員が有する豊富な知識、技術、

経験等を最大限活用する観点から「定年引上げの基本的考え方」に基づき、

職員の定年を原則として 65 歳まで段階的に引き上げる。 

このことに伴い、関連制度について、以下のとおり見直しを行う。 

 

２ 改正内容 

 (1) 定年引上げ及び 60 歳超職員の勤務条件は、（別紙１）「定年引上げの

概要及び 60 歳超職員の勤務条件について（案）」のとおり 

  (2) 定年引上げに伴い、現行の再任用制度を廃止する。 

  (3) 定年前再任用短時間勤務制及び暫定再任用制度を導入する。 

制度の内容は、（別紙２）「定年前再任用短時間勤務制及び暫定再任用

制度について（案）」のとおり 

 

３ 実施時期 

  (1) 令和５年４月１日（令和４年度末年齢 59 歳の職員に対する情報提

供・意思確認は令和４年度に実施） 

   (2) 令和５年３月 31 日 

  (3) 暫定再任用職員は令和５年４月１日から、定年前再任用短時間勤務職

員は令和６年４月１日から任用を開始する。 

 

４ そ の 他 

本改正に伴い、関連する諸制度に影響がある場合、所要の見直しを検討

する。 
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項    目 内        容 

１ 基本的考え方  都はこれまで、専門性の継承が引き続く課題である中、再任用制度の積極的な活用により、定年退職後の職員

が 65歳まで現役同様に活躍できる環境を整備し、都民サービスの質の向上を図ってきた。 

この度、令和３年６月に国家公務員法等及び地方公務員法の改正案が成立・公布され、平均寿命の伸長や少子

高齢化の進展を踏まえ、豊富な知識、技術、経験等を持つ高齢期の職員に最大限活躍してもらうため、国家公務

員の定年は令和５年度以降、段階的に 65歳まで引き上げられることとなった。 

都においても、こうした改正法の趣旨を踏まえ、国と同様、職員の定年を原則として 65歳に引き上げる。 

２ 定年制  

 （１）定年  現行で定年を 60歳とする職員の定年は、65歳とする。 

 なお、定年引上げに伴う採用選考や昇任選考等への影響を考慮し、令和５年４月１日に定年を 61 歳に引き上

げ、以降は２年に１歳ずつ定年を段階的に引き上げる（定年は令和 13年４月 1日に 65歳に到達）。 

 （２）特例定年 現行で定年を 65歳とする病院等の医師等の定年は、現行同様 65歳とすることを基本とし、職場の実情や国の

特例定年の取扱いを踏まえて設定する。 

 （３）再任用制度との 

接続 

①現行再任用制度  定年引上げに合わせて、現行の再任用制度は令和５年３月 31日をもって廃止する。 

 ②定年前再任用 

短時間勤務制 

60 歳以後の体力不安や介護等を理由とする働き方の見直しを可能とするため、60 歳に達した日以後定年前に

退職した職員について、常勤職員の定年退職日に当たる日まで短時間勤務の職に採用することができる制度を

導入する。       【参照：（別紙２）「定年前再任用短時間勤務制及び暫定再任用制度について（案）」】 

 ③暫定再任用制度 定年の段階的な引上げ期間中（令和５年度から令和 13年度まで）において 65歳までの間の雇用を確保するた

め、定年退職後の再任用制度を暫定的に措置する。 

【参照：（別紙２）「定年前再任用短時間勤務制及び暫定再任用制度について（案）」】 

３ 任用制度  

 （１）昇任制度 ①主任級職選考  高齢層職員が有する知識、技術、経験等を最大限活用する観点から、60歳超職員を主任級職選考（種別Ｂ）の

対象とする。 

なお、その他の受験資格は現行どおりとする。 

  

 

②技能主任職選考 

 

高齢層職員が有する知識、技術、経験等を最大限活用する観点から、技能主任職選考の受験可能年齢の上限を

令和５年度から２年に１歳ずつ段階的に引き上げる（65歳未満）。 
    

定年引上げの概要及び 60歳超職員の勤務条件について（案） （別紙１） 
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項    目 内        容 

 （１）昇任制度 

   （つづき） 

②技能主任職選考 

 （つづき） 

なお、その他の受験資格は現行どおりとする。 

  ③課長代理級職昇任 

選考 

 高齢層職員が有する知識、技術、経験等を最大限活用する観点から、課長代理級職昇任選考の資格基準の上限

年齢を令和５年度から２年に１歳ずつ段階的に引き上げる（65歳未満）。 

なお、その他の資格基準は現行どおりとする。 

  ④統括課長代理認定 

選考 

 高齢層職員が有する知識、技術、経験等を最大限活用する観点から、統括課長代理認定選考の資格基準の上限

年齢を令和５年度から２年に１歳ずつ段階的に引き上げる（63歳未満）。 

なお、その他の資格基準は現行どおりとする。  

  ⑤担任技能長職昇任

選考、技能長職選考

及び統括技能長職

昇任選考 

 高齢層職員が有する知識、技術、経験等を最大限活用する観点から、担任技能長職昇任選考及び統括技能長職

昇任選考の資格基準の上限年齢並びに技能長職選考の受験可能年齢の上限を令和５年度から２年に１歳ずつ段

階的に引き上げる（担任技能長職昇任選考は 65歳未満、技能長職選考及び統括技能長職昇任選考は 63歳未満）。 

なお、その他の資格基準等は現行どおりとする。 

 （２）転職制度 定年引上げに伴う 60歳超職員の取扱いは、60歳前職員と同様とする。 

４ 退職制度  

 （１）勧奨退職制度  定年引上げ後も引き続き人事の刷新と行政効率の向上を図る観点から、一般職員の勧奨退職の要件は現行ど

おりとし、60歳超職員は在職期間にかかわらず勧奨退職制度の対象とする。 

 （２）勤務延長制度 定年退職者を対象とする現行の勤務延長制度は、定年引上げ後も存置する。 

５ 給与制度  

 （１）給与体系・給与水準 60歳超職員に対する給料表及び職務の級の区分の取扱いは、60歳前職員と同様とする。 

60 歳超職員の給与は、人事委員会勧告や国・民間等の給与水準との均衡等を踏まえ、当分の間、60 歳前の７

割の水準に設定する（５（５）②に掲げる職員を除く。）。 

 （２）給与決定 定年引上げに伴う 60歳超職員の取扱いは、60歳前職員と同様とする。 

 （３）昇給 人事委員会勧告や国・民間等の給与水準との均衡等を踏まえ、現行の昇給抑制措置を 60 歳超職員についても

適用する。 

 （４）給与改定 給与水準の改正については、60歳前職員と同様に取り扱う。 

 （５）給料 ①給料月額 60 歳超職員の給料月額は、人事委員会勧告や国・民間等の給与水準との均衡等を踏まえ、当分の間、60 歳に

達した日後における最初の４月１日以後、その者の受ける号給の給料月額に 100分の 70を乗じて得た額（その 
    



3 

 

項    目 内        容 

 （５）給料 

   （つづき） 

①給料月額 

 （つづき） 

額に 50 円未満の端数が生じた場合は切り捨て、50 円以上 100 円未満の端数が生じた場合は 100 円に切り上げ

る。）とする（給料月額７割措置）。 

  ②給料月額７割措置

の適用除外 

 以下の職員については給料月額７割措置を適用しない。 

  ア 臨時的任用職員、任期を定めて任用される職員及び非常勤職員 

 イ 現行で定年を 65歳とする職員（病院等の医師等） 

  ウ 65歳を超える定年を定める職員 

  エ 定年到達後に勤務延長をした職員（定年退職日において給料月額７割措置が適用されていた者を除く。） 

  ③給料の調整額及び

教職調整額 

 60歳超職員に支給される給料の調整額は、60歳前の額の７割を基本に額を設定する。 

60歳超職員に支給される教職調整額は、60歳超職員の給料月額に連動した額とする。 

 （６）諸手当 

 

定年引上げに伴い、職員に支給される手当の種類は現行どおりとする。 

60 歳超職員に支給される手当の額は、人事委員会勧告や国・民間等の給与水準との均衡等を踏まえ、当分の

間、以下の取扱いとする。 

＜60歳前の手当額の７割を基本に手当額を設定＞ 

初任給調整手当 

＜60歳超職員の給料月額等と連動した額＞ 

地域手当、特地勤務手当、特地勤務手当に準ずる手当、超過勤務手当、休日給、夜勤手当、期末手当、勤勉

手当、へき地手当、へき地手当に準ずる手当、産業教育手当、定時制通信教育手当 

＜60歳前職員と同額＞ 

扶養手当、通勤手当、単身赴任手当、特殊勤務手当、宿日直手当 

期末・勤勉手当については、年間支給月数を 60歳前職員と同様とする。また、勤勉手当の成績率については、

60歳前職員と同様に適用する。 

６ 退職手当制度  

 （１）基本額 給料月額７割措置の適用に伴い、基本額の算定に係る特例（ピーク時特例）について、希望降任等の理由に加

え、当該措置を理由とする給料月額の減額についても適用対象とする。 

また、当分の間、給料の調整額及び教職調整額の支給を受けた者の退職手当の基本額の加算の適用に当たって

は、60歳前後で期間を分けて支給額を算定する。 

 （２）調整額 60歳超職員は 60歳前職員と同じ職級で引き続き勤務することが原則であることから、定年引上げに伴う調整 
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項    目 内        容 

 （２）調整額 

（つづき） 

額の見直しは行わない。 

 （３）早期退職割増 給料月額７割措置へのピーク時特例の適用により、60 歳時点の退職手当額が基本的に確保されることを踏ま

え、当分の間、現行定年から 10 年を減じた年齢以上現行定年未満を対象とする現行の早期退職割増制度を存置

し、現行定年以上は同制度に基づく割増しの対象としない。 

 （４）公務上の理由等による割増 60 歳超職員が公務上の理由等により退職した場合は、60 歳前職員と同様、基本額の算定基礎となる給料月額

を 10％割り増す。 

７ 旅費制度 定年引上げに伴う 60歳超職員の取扱いは、60歳前職員と同様とする。 

８ 勤務時間・休暇制度 定年引上げに伴う 60歳超職員の取扱いは、60歳前職員と同様とする。 

９ 服務制度 定年引上げに伴う 60歳超職員の取扱いは、60歳前職員と同様とする。 

10 福利厚生制度 定年引上げに伴う 60歳超職員の取扱いは、60歳前職員と同様とする。 

11 その他  

 （１）情報提供・意思確認制度 60 歳に達した後に職員の勤務条件等が大きく変わることから、当分の間、59 歳職員に対して、自己申告等の

機会を通じて、60歳以後の任用、給与、退職手当に関する情報を提供するとともに、職員の 60歳以後の勤務意

思を確認する。情報提供・意思確認は、令和４年度以降、毎年実施する。 

 （２）国の見直しの動向 国は、60 歳前後の給与水準が連続的なものとなるよう、令和 12 年度末までに所要の措置を順次講じること

や、法施行後も必要に応じて役職定年制及び定年前再任用短時間勤務制の見直しを検討することとしており、そ

の動向を注視していく。 
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項    目 
内        容 

現行再任用職員（参考） 定年前再任用短時間勤務職員 暫定再任用職員 

１ 基本的考え方  少子・高齢社会の到来に対応するとと

もに、年金制度の改正に合わせ、退職職員

の知識・経験を本格的に活用するため、再

任用制度を導入する。 

 60 歳以後の体力不安や介護等を理由と

する働き方の見直しを可能とするため、

60 歳に達した日以後定年前に退職した職

員について、常勤職員の定年退職日に当

たる日まで短時間勤務の職に採用するこ

とができる制度を導入する（定年前再任

用短時間勤務制）。 

定年の段階的な引上げ期間中（令和５

年度から令和 13 年度まで）において 65

歳までの間の雇用を確保するため、定年

退職後の再任用制度を暫定的に措置する

（暫定再任用制度）。 

２ 任用制度    

 （１）任用根拠  改正前の地方公務員法第 28条の４及び

第 28条の５ 

 地方公務員法第 22条の４  地方公務員法の一部を改正する法律

（令和３年法律第 63号。以下「改正法」

という。）附則第４条及び第６条 

 （２）職務内容  定年前常勤職員と同様の職務に従事さ

せることから、原則として退職前に任用

されていた職を継続させ、これまで培っ

てきた知識・経験を最大限に活用する。 

 フルタイム勤務の職については、退職

時に任用されていた職又は任用されてい

た職と同等の職若しくは退職時に任用さ

れていた職よりも下位の職に任用する。 

 短時間勤務職員については、退職時に

任用されていた職にかかわらず、主任級

以下の職（技能系・業務系職員について

は、技能主任級以下の職）に任用する。 

 現行の再任用短時間勤務職員と同様と

する。 

 現行の再任用職員と同様とする（この

場合、「退職時」とは定年前常勤職員を退

職したときをいう。）。 

定年前再任用短時間勤務制及び暫定再任用制度について（案） 
（別紙２） 
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項    目 
内        容 

現行再任用職員（参考） 定年前再任用短時間勤務職員 暫定再任用職員 

 （３）任用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①任用対象     

者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 任命権者は、以下の者を、従前の勤務実

績等に基づく選考により、再任用するこ

とができる。 

・ 定年退職者 

・ 勤務延長後退職者 

・ 定年退職以前に退職した者のうち、

勤続期間等を考慮して定年退職者等

に準ずるもの 

ただし、定年退職者（勤務延長後退職者

を含む。）が公的年金の支給開始年齢に達

する年度までの間は、地方公務員法第 28

条の規定に基づく分限免職事由に該当す

る場合を除き採用又は任期を更新する。 

定年退職者等に準ずる者については、

「20 年以上勤続して退職した者であっ

て、退職後５年以内のもの又は定年退職

者等に準ずる者として再任用されたこと

のあるもの」とする。 

 任命権者は、60 歳に達した日以後に退

職をした者を、従前の勤務実績等に基づ

く選考により、再任用することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 任命権者は、以下の者を、従前の勤務実

績等に基づく選考により、再任用するこ

とができる。 

＜改正法施行日前の定年退職者等＞ 

 ア 改正法施行日前の定年退職者 

 イ 改正前の地方公務員法の規定によ

り勤務延長した後退職した者 

 ウ 改正法施行日前の退職者のうち、

改正前の地方公務員法に定める定年

に達しているものであって、定年退

職者等に準ずるもの 

＜改正法施行日以後の定年退職者等＞ 

エ 改正法施行日以後の定年退職者 

 オ 改正法施行日以後に勤務延長した

後退職した者 

 カ 定年前再任用短時間勤務職員に採

用された者のうち、任期満了に伴い

退職したもの 

 キ 改正法施行日以後の退職者のう

ち、地方公務員法に定める定年に達

しているものであって、定年退職者

等に準ずるもの 

 ただし、定年退職者（勤務延長後退職者

を含む。）及び定年退職（勤務延長後退職

を含む。）後引き続き現行再任用職員に採

用された者のうち、当該職員の採用に係 
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項    目 
内        容 

現行再任用職員（参考） 定年前再任用短時間勤務職員 暫定再任用職員 

 （３）任用 

（つづき） 

①任用対象

者 

（つづき） 

  る任期又は更新後の任期に引き続いて暫

定再任用職員となることを希望するもの

については、地方公務員法第 28条の規定

に基づく分限免職事由に該当する場合を

除き採用又は任期を更新する。 

 定年退職者等に準ずる者については、

現行の再任用職員と同様とする。 

  ②任用方法  本人の申込みを前提とする。 

 任命権者は、申込みのあった者につい

て、従前の勤務実績等に基づく選考によ

る能力実証を経た上で再任用する。 

 任用開始時期は、４月１日とする。 

 現行の再任用職員と同様とする（選考

は令和５年度から開始）。 

 現行の再任用職員と同様とする（選考

は令和４年度から開始）。 

  

 

③任用期間 

 

 任期を１年とする。 

任用可能期間は、定年到達後から 65歳

までの間とする。 

 任期は採用の日から定年前常勤職員の

定年退職日に当たる日までとする（最長

５年）。 

 現行の再任用職員と同様、任期を１年

とする。 

 任用可能期間は、改正法施行日前の定

年退職者等（２（３）①ア～ウ）について

は改正前の地方公務員法に定める定年到

達後から 65歳までの間、改正法施行日以

後の定年退職者等（２（３）①エ～キ）に

ついては地方公務員法に定める定年到達

後から 65歳までの間とする。 

 （４）昇任制度  昇任はないものとする。  現行の再任用職員と同様とする。  現行の再任用職員と同様とする。 

３ 勤務日数・勤務時間 

 

 

 

 フルタイム勤務職員の勤務時間は定年

前常勤職員と同様とする。短時間勤務職

員の勤務時間は週 15時間 30分から 31時

間までの範囲内で、任命権者が定める。  

 現行の再任用短時間勤務職員と同様と

する。 

 現行の再任用職員と同様とする。 
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項    目 
内        容 

現行再任用職員（参考） 定年前再任用短時間勤務職員 暫定再任用職員 

３ 勤務日数・勤務時間 

  （つづき） 

なお、短時間勤務職員の勤務時間の基

本型は、「７時間 45 分／日×４日／週＝

週 31時間勤務」とする。 

  

４ 給与制度    

 （１）給与体系・給与水準 

 

給料表及び職務の級の区分は定年前常

勤職員の例によるものとし、給料表の職

務の級ごとに単一の給料月額を設定す

る。 

 現行の再任用職員と同様とする。  現行の再任用職員と同様とする。 

 （２）給与決定  任用する職務の級の給与に決定する。  現行の再任用職員と同様とする。  現行の再任用職員と同様とする。 

 （３）昇給 昇給はないものとする。 現行の再任用職員と同様とする。 現行の再任用職員と同様とする。 

 （４）給与改定  給与水準の改正については、定年前常

勤職員と同様、人事委員会勧告の対象に

なる。 

現行の再任用職員と同様とする。 現行の再任用職員と同様とする。 

 （５）給料 級ごとに給料月額を定める。 

短時間勤務職員については、級ごとに

定めた給料月額に職員の１週間当たりの

勤務時間を 38 時間 45 分で除して得た数

を乗じた額とする。 

給料の調整額及び教職調整額について

は、原則として定年前常勤職員と同様に

支給する。ただし、短時間勤務職員につい

ては、上記の給料月額の例により調整を

行うものとする。 

現行の再任用短時間勤務職員と同様と

する。 

 現行の再任用職員と同様とする。 

 （６）諸手当 職務に関連する手当等を支給する。 

＜支給する手当＞ 

地域手当、通勤手当、単身赴任手当、 

現行の再任用短時間勤務職員と同様と

する。 

現行の再任用職員と同様とする。 
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項    目 
内        容 

現行再任用職員（参考） 定年前再任用短時間勤務職員 暫定再任用職員 

 （６）諸手当 

   （つづき） 

 

特殊勤務手当、特地勤務手当、特地勤

務手当に準ずる手当、超過勤務手当、

休日給、夜勤手当、宿日直手当、期末

手当、勤勉手当、農林漁業普及指導手

当、へき地手当、へき地手当に準ずる

手当、産業教育手当、定時制通信教育

手当、義務教育等教員特別手当 

 なお、定年前常勤職員と同様、勤勉手当

について成績率を適用する（期末・勤勉手

当の令和３年人事委員会勧告前年間支給

月数は、2.40月）。 

    

５ 退職手当制度 

 

再任用期間に係る退職手当は支給しな

い。 

 現行の再任用職員と同様とする。  現行の再任用職員と同様とする。 

６ 旅費制度 

 

基本的に定年前常勤職員と同様の取扱

いとする。 

ただし、日当、宿泊料等定額で支給され

る旅費は、給料表ごとに職務の級の取扱

いを定める。 

 現行の再任用職員と同様とする。  現行の再任用職員と同様とする。 

７ 休暇制度 

 

 

基本的に定年前常勤職員と同様の取扱

いとする。 

ただし、長期勤続休暇及び配偶者同行

休業は適用しない。 

また、短時間勤務職員については、年次

有給休暇及び夏季休暇の付与日数は任命

権者が別途定めることとし、勤務形態の

基本型である「７時間 45分／日×４日／ 

 現行の再任用短時間勤務職員と同様と

する。 

 現行の再任用職員と同様とする。 
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項    目 
内        容 

現行再任用職員（参考） 定年前再任用短時間勤務職員 暫定再任用職員 

７ 休暇制度 

  （つづき） 

週＝週 31時間勤務」の場合は、年休の付

与日数は 20日とし、夏季休暇の付与日数

は４日とする。 

  

８ 服務制度 再任用職員は一般職であり、地方公務員法の規定が適用される。 

９ 福利厚生制度    

 （１）厚生制度 （一財）東京都人材支援事業団の正会

員となる。 

定年前常勤職員と同様、財形貯蓄の対

象とする。 

 現行の再任用職員と同様とする。  現行の再任用職員と同様とする。 

 （２）共済制度 フルタイム勤務職員は定年前常勤職員

と同様、共済組合員とする。 

短時間勤務職員は共済組合員としな

い。 

 現行の再任用短時間勤務職員と同様と

する。 

 現行の再任用職員と同様とする。 

 （３）医療保険・年金 

 

 

 

フルタイム勤務職員は定年前常勤職員

と同様、地方公務員等共済組合法の短期

給付・長期給付が適用される。 

短時間勤務職員（基本型）は、健康保険

法及び厚生年金保険法が適用される。 

 現行の再任用短時間勤務職員と同様と

する。 

 現行の再任用職員と同様とする。 

 （４）雇用保険 フルタイム勤務職員及び短時間勤務職

員（基本型）は、雇用保険の被保険者とな

る。 

 現行の再任用職員と同様とする。  現行の再任用職員と同様とする。 

 （５）公務災害補償  定年前常勤職員と同様、地方公務員災

害補償基金が認定及び補償を行う。 

 現行の再任用職員と同様とする。  現行の再任用職員と同様とする。 

10 国の見直しの動向 国は、法施行後も必要に応じて定年前再任用短時間勤務制の見直しを検討することとしており、その動向を注視していく。 
 


